
ぴらたんニュース

京style
京都にちなんだ
話題をお届けします。

　　　　　　　　　　     　　

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

効果のある PR グッズの定番は オリジナル のぼり旗

イメージ UP 戦略グッズの定番は オリジナル ピンバッジ

印旗 ・ 横断幕　腕章＆タスキ　

神社仏閣幕

地域のお祭りに大活躍する 祭袢天

私たちは皆様と共に成長していけることを願っています。

 

 

今すぐ、
アクセス！ 京都　平岩
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「先斗町 （ぽんとちょう）」　　　　　　　　　　　　     　　

京都に来られた観光客がなかなか読めない地名の一つに 「先斗町」 があります。

先斗町は、 京都の街中を流れる鴨川と木屋町通の間に続く細長い石畳の通りで、 現

在は沢山の飲食店が軒を並べています。 狭い通りをはさんで、 東側のお店は鴨川に

面しているため、 初夏になると、 川べりに床を張り出して食事等を楽しむ 「納涼床」

があることでご存じの方も多いと思います。 さて、 先斗と書いてなぜ 「ぽんと」 と読む

のでしょうか？ これには幾つかの説があります。  織田信長の時代、 この地にはポルト

ガル人が南蛮寺を建てて多く住んでいて、  彼らがこの地を  「ポント」 と呼んでいたよ

うです。 ポルトガル語で 「ポント」 は 「先」 という意味があります。 この地はもともと鴨

川の中州で、 そこに堤防を築くために埋め立てた場所でした。 そこに家が建ち始め、

すべて河原に面した堤防の先端に建ったことから、 ポルトガル語で 「先にある町」、

「ポント」 と呼んだと言われています。 また、 この一帯は鴨川と高瀬川に挟まれた堤の

ような地で、 「堤」 から 「鼓つづみ」 を連想し、 鼓が 「ポン」 と鳴ることから 「ぽんと」

になったと言う説もあります。 今では南蛮寺のあった西洋の香りはなくなって、 京の風情

が満喫できる観光客に人気のエリアとなっています。

ぽんとちょう

ぽんとちょう


